南病棟チームカンファレンス記録

	Ａ.Ｏ.Ｍ
	Ｓ.Ｇ.Ｍ

	
	


平成27年　7月　24日（金）　　　　　　　司会：山内　佐江子　　記録：寺澤　安須子

	相馬
	松館
	山内
	藤田
	豊川
	内城
	岩藤
	佐々木
	森
	水上
	松橋

	明け
	○
	○
	準夜
	公休
	公休
	CD

留守
	病欠
	公休
	明け
	公休

	加藤
	石橋
	石岡
	萬谷
	宮川
	福士
	野村
	北向
	寺澤
	大谷地
	小川

	CD

留守
	準夜
	業務
	業務
	公休
	準夜
	公休
	CD

留守
	○
	年休
	公休

	久保沢
	本川
	米内口
	

	明け
	公休
	業務
	


　　　

出席者は記載者が○をつける

出席できなかったスタッフは、記録を呼んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・今後の面談予定は以下の通りとなっています。

　　荒川　芙美子様～7/30　15時～　

　　原子内　和博様～7/31　15時～

・吹越　冨三様の御家族様が来院されています。8/1退院が決定となりましたが、退院時間決まっていないため、後日面会に来た際に伝えてくださることになっています。

＜患者様連絡事項＞

・百澤　豊子様～予測指示のセンナリド2Ｔ　10回分処方となっています。

・吹越　冨三様～顔の湿疹、乾燥があるためビーソフテンクリーム3本処方となっています。

・二部　清次様～異食行為が続いているため、担当医よりミトン着用の許可を頂いています。左のみ病棟のミトンを着用しています。両手足の浮腫があるためフロセミド(20)1T　1×朝　5日分処方となり、7/29採血(セット3　BNP　凝固セット)指示が出ています。

・原子内　和博様～御家族様より肺炎球菌ワクチンの希望があり、担当医より許可いただいています。7/27(月)に実施してください。

・山口　慶一様～臨時薬メネシット(100)2T　2×　本日夕から5日分処方となっています。

＜要注目患者様＞

・田名部　タキ様～10時KT37.2℃ありクーリング行っています。13時KT36.9℃にてクーリング外して


　経過観察行っています。

・飛鳥　公平様～10時KT37.2℃ありクーリング行っています。13時KT36.7℃にてクーリング外して経過観察行っています。血圧の異常はありません。

＜田名部Dr診察＞

・藤田　金弘様～便秘時の予測指示が8/7まで継続となっています。

・佐々木　勝男様～臨時薬ユベラ(50)3Ｔ　3×　5日分処方となり、次回より定期処方となります。

＜馬渡Ｄｒ診察＞

・田村　耕一様～臨時薬同内容で1日分処方となっています。明日採血(Na、K、Cl)至急FAXの指示が出ています。検査結果後処方を出すことになっています。

・矢幅　達夫様～イクセロンパッチ9mg　7日分処方となっています。来週の診察時までに頭部CTの指示が出ています。

＜勉強会＞

誤嚥と窒息についての勉強会を実施しています。

誤嚥と窒息
山内　佐江子
　誤嚥による気道内異物や窒息は、乳幼児と高齢者に多く発生します。
　高齢者では、餅や肉塊などの食物による気道内異物が多く生じます。
　また、義歯や薬の包装容器による誤嚥事故(食道異物)の報告も多くあります。
気道内異物と窒息
　脳梗塞や神経疾患の既往がある高齢者では、嚥下運動が障害され、飲みにくくなっていることがあります。また、咳反射が弱くなっていることもあり、誤嚥や窒息を生じやすくなっています。
　誤嚥の典型的な症状としては、食事中に激しいむせと咳が生じ、呼吸困難になります。顔面が紅潮し、時にチアノーゼが生じます。重篤な場合、咳や声が出ず、手で首をつかむような形になったまま意識を失う事があります。急激に口唇や顔面が紫色になってきます。
　窒息の生じた際には、早急に気道内異物を除去する必要があります。
①指で掻き出す
　異物が口の中やのどにたまって、外から見えている場合に、この方法を行います。
　患者様の正面に立ち、義歯をはずし、ガーゼやハンカチを巻いた指を用いて異物を掻き出します。
②背部叩打
　異物が詰まったり固まったりしておらず、動く場合に有効です。患者様を座らせるか横向きに寝かせて、左右の肩甲骨の間を、手のひらの付け根近くで数回叩きます。
③腹部圧迫法(ハイムリッヒ法)
　腹部の急激な圧迫により、胸部(胸郭内)・気管内の圧を上げて異物を吐き出させる方法です。患者様を立たせるか座らせて、その背後にまわり、片手でげんこつを作り患者様のみぞおちにおきます。患者様を抱くように反対の手でその手首を握ります。手首を握った手ではずみをつけながら勢いよくげんこつをみぞおちに押しつけ、急激に腹部を圧迫します。
④重篤な場合
　意識がない場合、担当医または、当直医へ報告し、また応援要請し心肺蘇生法を行って下さい
